On De Valera by 鈴木 良平
デ・ヴァレラ評伝 : ゲーリック, カトリック, 共
和国
著者 鈴木 良平
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 社会科学編
巻 110
ページ 1-31
発行年 1999-02
URL http://hdl.handle.net/10114/3726
デ・ヴァレラ評伝
一ゲーリック，カトリック，共和国一
鈴木良平
１．はじめに－二枚舌のマキァヴェリストー
EamondeValera（1882-1975）は，これまで「評伝シリーズ」で取り上
げてきた1916年のアイルランドのEasterRisingをめぐる重要人物たちとく
らべると二つの相違点がある。(1)まず，長生きしたこと。従って若い時の革
命家の時代と，後半生の政権担当者の時期との間に，思想，理念の食い違いが
見られること。(2)もうひとつは，若い時は数学の教師をしていて文学者タイ
プの人間ではないので，著書，書簡集など一切なく，行動の軌跡はつかめても
その動機，理由などは分からないことが多い，ということである。
従って，彼の評伝を書くにしても，紙幅が限られているうえに，長生きした
人であり，証拠文書などもないので，個々の事項は簡単にならざるをえない。
ヴァレラは政界を引退した後に「自伝」を書くことはしなかったが，執筆者
を指定し，資料を提供して，公式の伝記本を書かせた。その伝記本(A)によれ
ば，ヴァレラは「偉大な革命家にして，偉大な合法主義者だった」ということ
だが（A-464L同一人物でそんなことが可能なのだろうか。もし可能だとす
れば，その人物は途中で転向して保守反動になったにちがいないのだ。そんな
連中がごまんといることは言うまでもないが。
若くして死んだ（処刑されたり，暗殺されたりして）革命家は，転向するこ
となく，己の志をつらぬくことができた。しかし，長生きしたヴァレラには転
向，変質が待っていた。彼の生涯の課題は，ゲーリック化カトリック化共
和国の樹立という三種の神器による民族主義路線の形成と，南北アイルランド
の「分割」を解消し，アイルランドの再統一をなしとげることであった。若い
革命家の時代には，武力闘争に訴えてもアイルランドの独立を達成し，南北
｢分割」を撤廃させようとした。従って必然的にIＲＡ（アイルランド共和国
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軍）を支持し，一体となって戦った。ＩＲＡこそ独立達成のための，「自由国」
成立後は南北分割撤廃のための，部隊であった。しかし，ヴァレラはひとたび
政権をとって首相になると，事実としてのアイルランドの分割を認め，合法的
な手段による南北統一を目指して，邪魔になったIRAを非合法化し，弾圧し
たのである。それだけの話なら，中年になって保守反動になったということ
で〆世の中に無数にあることだが，ヴァレラの場合はもう少し手がこんでい
て，終生，共和主義者を自称して在米アイルランド人から資金を集めたり，政
敵を倒すのにIRAを利用した。要するに，猛烈に我の強い男で，自分の私利
私欲のために動くマキァヴェリストだったのである。
もうひとつの特徴である，彼の行動を裏ずける資料がないということはヴァ
レラがArthurGri(ｆｉｔｈ（1871-1922）やMichaelCollins（1890-1922）の
ような心情を吐露するような文学青年タイプでなく，寡黙な人間だったという
ほかに，猛烈な検閲制度をしいた男だけに，周辺の人々も証言するとか記録を
残すことをためらったせいかもしれない。彼の長い人生の中でも復活祭蜂起に
参加して死刑の判決をうけ，母親や妻の働きかけによって無期懲役に減刑され
た事件は一番重要なはずだが，公式伝記本(A)にはいっさい書かれていない。
復活祭蜂起に関してもヴァレラを英雄視する声が高いが，他方で彼の行動を疑
問視する人もいる。しかし，ヴァレラ自身はいっさい沈黙を守ったままであ
る。その前の1913年のアイルランド義勇軍への加入にしても，妻子を捨てるよ
うな決意をしているはずで，それまではむしろ保守的，体制派とみなされてい
た男がどうして民族主義者，共和主義者に変わっていったのか，その辺の経緯
もいっさい分からず，推測のしようもない。復活祭蝉起の参加の理由もわから
ない。なぜ義勇軍の参謀長のEoinMacNeilの中止命令を無視して，直属の
上官のMacDonaghの説得に応じたのかも分からない。
ヴァレラは幼年期には冒険物語，とりわけアイルランド史の英雄たちの物語
を読んだらしいが（J-23)，まともな小説を一冊も読んだこともない人間と言
われ（G-698)，アベイ座には一度も足を運んだこともない男（G-503）だっ
た。その点でもマイケル・コリンズと正反対であったが，彼の唯一の愛読響が
1918年に英国のリンカーン刑務所に服役中に読んだマキァヴェッリの『君主
論であった（G-ll8)。それは言うまでもなく「結果さえよければ手段は常
に正当化される」などという言葉がちりばまれている権謀術数のエッセンスの
ような本として名高い。
Hosei University Repository
マキァヴェッリはメディチ家の独裁を排除した後のフローレンス共和国の
ＮＯ２にまで昇りつめた男だけに，共和国を理想としていた。また，先薙とも
いうべき修道士サヴォナローラがキリスト教による政教一致の共和政治をおこ
ないながら，「軍隊なきが故に失脚した」こともよく知っていた､)。
だからヴァレラが『君主論から学んだことは，まず第一に，「市民軍の必
要性」ということであった。「よい軍隊のない所にはよい法律はない｡」独立し
たアイルランドを守るためにも武装した軍隊が必要であった。第二に，政治家
は慎重さの中にも時折は無分別な行動をとらなければならないということであ
った。君主は信義をどのように守るべきかが『君主論の神髄らしいが，「君
主はみずから力轆威であるから妥協すべきでない」などの政治家としての有り
方を学んだと思われる。第三に，共和国への憧れ。その共和国は強い指導者に
よって支配されなければならなかった。第四は，カトリック教会と国家との関
係で，政教一体化というか，国家はキリストとシーザーとの間の密接な関係が
望ましかった。最後に，知的生活というか教育水準に関して影響をうけた。
｢アイルランドのカトリック系の国立大学の教師のレベルは，ヨーロッパの大
学の基準からみると低すぎる」と日本の大学教師には耳が痛いようなことをヴ
ァレラは言っている。
しかし，ヴァレラは死ぬまでアイルランドの国立大学の名誉学長であったこ
とを喜んでいた（Ｆ-322)。彼の子供たちの多くがあちこちで大学教師をして
いたが，皮肉なことにそれは実力というよりは，職権乱用とは言わないまでも
親の七光によるものと，公然と批判されたりした。
小説を読まなくても，芝居を見なくても，人間は生きていけるが，小説など
に描かれる他人の人生などに関心がない人間が，一国の最高権力者になり，し
かも四半世紀の長きにわたって支配するというのも怖い話だ。人生は数学や論
理だけで解決がつくものでもなさそうだし。
2．出生の謎一私生児か－
公式伝記本によれば，ヴァレラは1882年１０月14日に米国ニューヨーク市の小
児病院で生まれ，Georgeと命名されたが，SLAgnes教会ではEdwardとし
て洗礼をうけた。（その名前をヴァレラは後年アイルランド風にＥａｍｏｎと改
めた｡）しかし，出生証明書にはGeorgeと書かれたままで，1916年にＥｄ．
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wardに訂正されている。母親の名前はＫａｔｅ（通常はCatharine）Collo
l856年生まれのアイルランドの農家の長女で，父親が４人の子供を残して死ん
だので，５年ほど近所の農家で働いていたが，また飢鐘が迫ってきたので米国
に移住した。1879年10月２日にニューヨークに到着した。入国記録には22歳，
未婚とある。（G-8）そして，フランス人の家庭で家政婦として働いた。ヴァ
レラの父親はVivionJuandeValeraという名前のＫａｔｅより４歳年上のス
ペイン人であった。Ｋateと同じフランス人の家庭の子供たちの音楽教師であ
った。以前は彫刻家だったらしいが眼を悪くして音楽家になった。ヴァレラが
後半生に盲目同然になったのも，親の遺伝のせいとも言われている。
両親はフランス人家庭で働くうちに知り合い，1881年９月にNewJersey
州のStPatrick教会で結婚式を挙げた。しかし，父親は恐らく結核で健康を
害して，結婚して３年たらずで妻子を捨て南方のColorado州に行き，そこで
死んだと言われている。（Ａ-1,2）
しかし，ヴァレラの出生に関しては様々な噂があるのだ。(1)母親Ｋateは
リメリック州の近所の農家で働いていた時に，そこの息子と親しくなり妊娠し
たので，渡米して子供を生んだという噂がある。カトリック教会の厳しいアイ
ルランドでは私生児を生めないので，その当時の習慣に従って渡米したという
わけである。つまり，母親Ｋateの移民は貧乏のせいではなくて妊娠のせい
だ，と言うのである。（F-2）船がニューヨークにつき，上陸直前に船の中で
子供が生まれたと言う噂もある。その後に母親Ｋateはブルックリンの知人の
家に行き，そこで結核で死にかけていたメキシコ人の給仕がいたので，その男
と結婚したことにして，二人の間に生まれた子供がヴァレラということになっ
たというのである。（G-5）とにかくヴァレラは出生年月，つまり年齢を偽っ
ていると言われ，６歳でアイルランドの片田舎の小学校に入学した時に，あま
りに大きいので周囲の人々が驚いたとも言われている。
(2)父親はスペイン系のユダヤ人だという噂もあったらしい。だから後年に
ヴァレラは「両親はカトリック教徒で，自分もアイルランドのカトリック教徒
の家で育てられた，云々」とむきになって弁明している。（G-475）（父親はキ
ューバ経由でニューヨークにやって来たらしい｡）そして，(3)両親は出生証明
書のようにVivionとＫａｔｅとしても，二人は結婚していなくて，ヴァレラは
私生児だったという説がある。
（G)の本の著者PatCooganの調査では，NewJerseyのSLAgnes教会に
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l土，両親が結婚したとされる1891年をはさんで前後12年間の記録を調べても両
親の結婚の記録はないという。しかし，ニューヨーク市のヴァレラの出生証明
書は奇妙にも二種類あり，ひとつは1882年のもので，子供の名前はGeo｢ge
deValeroo父親はViviondeValeroでスペイン生まれ，職業はartisto母
親はkateoだが，二人が結婚しているか否かは記されていない。
二つ目のものは1916年の復活祭蜂起後の６月30日に母親の再婚名のCatha
rineWheelrightによって訂正されたもので，そこでは子供の名前はEdward
deValeraにかわっている。それは母親が息子の助命嘆願にアメリカの出生証
明書を利用した後に，姓名を訂正したものであろう。両親の名前は変わらない
が，二人が結婚しているか否かは不明。ヴァレラがニューヨーク市で生まれた
病院も，孤児や親に見捨てられた子供たちの病院で，そこで生まれたこともヴ
ァレラの私生児説を裏ずけている。
また，ヴァレラが洗礼をうけたStAgnes教会の記録も何者かによって
(恐らくはヴァレラの長男の筆跡によって）修正されていて，最初のは父親の
名前がViviandeValeros。それがViviondeValeraに変えられ，息子の名
前はＥｄｗａｒｄからＥａｍｏｎに変えられていたそうである。（G-9）
夫の姓名を間違えて，妻や息子が訂正するというのも変な話だが，その教会
はヴァレラのファンにとっては聖地であり，巡礼詣での場所であったので，ヴ
ァレラの名前が生まれた時からアイルランド風のEamonにしておく必要があ
ったのであろう。
以上の説明でも分かるように，どうやらヴァレラは私生児だったらしいのだ
が，カトリック信仰の強かったアイルランドでは，私生児は徹底的に差別され
た。私生児は聖職者になることはできなかった。ヴァレラは成績優秀なため
に，カトリック教会の恩恵で成り上がって，大学教育までうけることができた
のだが，聖職者になることを希望しながらもいつもやんわりと断られた。その
こともまた，ヴァレラ私生児説を裏ずけている。
さて，ここらで話を進めるとして，「夫」に去られ，死なれたＫａｔｅは３歳
のヴァレラをアイルランドのリメリック州の片田舎の実家に送り返した。それ
以後ヴァレラはアイルランドの祖母の家で育てられた。その時祖母50歳未満，
叔父21歳，叔母１５歳だったという。祖母一家は貧しさの象徴である一間の泥の
家に住んでいたが，ヴァレラが帰国した翌日に政府提供の，もう少し大きな家
に引っ越している。（Ａ-2）ヴァレラは恐らくはアイルランドでも肢下層の貧
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農の出身だと思われる。作家ジェイムズ・ジョイスはヴァレラと同年生まれだ
が，没落中産階級の家に長男として生まれ，十数人の弟妹たちの中で彼だけが
正規の大学を出ているが，復活祭蜂起の指導者の中で正規の大学を出た者は一
人もいない。マイケル．コリンズも農家の出身だが，ヴァレラの養家ほどは貧
しくなかったようだ。
ヴァレラが育った教区の司祭は１９世紀の「土地同盟」のメンバーでもあっ
て，投獄された経験をもつ有名人であった。パット叔父も政治に関心があり，
農業労働者の最初の組織である「土地労働者連盟」のメンバーでもあった。
(A-4）叔父は厳格な人でもあったので，ヴァレラにも質素な生活の習'償がつ
いた。
だが，貧乏よりは独りぼっちなことがヴァレラを苦しめた。父母も兄妹もな
く孤児として育ったからである。彼は誰にも頼れずに，自立して生きねばなら
なかった。母親は再婚する前に一度アイルランドの実家を訪れただけだった。
相手は馬丁をしていた英国人でカトリックではなかった。（G-l4）しかも母親
は再婚しても彼を引き取らなかった。母親にも見捨てられたようなものだっ
た。それにヴァレラの長い人生にはほとんど友人らしき者がいなかった。彼の
周囲には人間味が少なかった。それが後にヴァレラが数学を学ぶ要因になった
のかも知れない。後年に革命家や政治家になっても，唯我独尊的な強引な態度
を示したのも，彼の周囲の環境のせいかもしれない。
ヴァレラは幼いうちから働いた。養家の畑が小さかったので，近所の農家の
牛の世話などをして，１６歳でダブリンの寄宿学校に入るまで農家の仕事をして
働いた。（A-5）そして，孤立無援なヴアレラを救ってくれるものがあるとす
れば，それは母親の住んでいる海のむこうのアメリカからやって来るという希
望，願望がいつも彼にはあった。後年に政治家となっても，英国との関係など
でピンチにおちいると，いつもヴァレラはアメリカの大統領や在米アイルラン
ド人に助けを求めた。（F-l）実際はウィルソン大統領もルーズベルト大統領
も，いつも英米両国の密接な協力関係を重視していて，アイルランドの反英的
な行動を嫌い，敵対行動と思っていたのだが，ヴァレラには相手の気持ちなど
はいっさい分からなかった。それで自分勝手な行動をいつもしていた。
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3．少・青年期
１４歳で小学校を卒業すると，ヴァレラは叔父に頼みこんで，労働者階級の子
供たちが通う中学校に行かせてもらうが，そこまで片道７マイル（１１キロメー
トル）をたいていは歩いて通った。そこでも成績がよかったので，卒業時に年
に20ポンドの奨学金を３年分もらえた。それで地元のリメリックの上級学校に
進学しようとしたが，断られてしまった。しかし，運よく司祭の推薦で１６歳の
時にダブリン南にあるBlackrockCollegeの寄宿学生になることができた。
その学校の授業料は20ポンドの奨学金では足らなかったが，他の金額は免除し
てくれた。そこは司祭を育てたり，大学卒業の認定試験だけをするカトリック
系のRoyalUniversityに入学するための受験枝で，厳しい日程の学校であっ
た。６時半起床，３０分の自習，ミサ，朝食，教室授業，等々で，その他にも勉
強室で毎日4-5時間の自習が課されていた。数学が好きになっていたヴァレラ
は，自習時間をもっぱら数学の勉強に当てた。成績は大変よくて総合でトップ
で，アイルランド全体でも９番目であった。それでRoyalUniversityから３
年間の奨学金をもらって入学できた。学校の勉強をしながら弁論部でも活躍し
たが，思想的にはヴァレラはむしろ保守的な学生であった。アイルランド人に
は禁じられていた英国のスポーツであるラグビーが好きだったので，民族主義
者の牙城である「ゲーリック体育連盟」にも加入しなかった。（F-6）
やがて，姉妹校のCashelにあるRockwallCollegeの数学の教師にな}〕，
初めて給料をもらった。一年目の夏休みにRoyalUniversityの大学卒業認定
試験を受けたが，卒業はできても成績はよくなくて，大学教師になる可能性は
失われた。（Ｆ-8）聖職者になろうとしてもやんわりと拒否されてしまい
(Ｇ-38)，ヴァレラは落ちこんだ。それで田舎暮らしにも飽きたので，２年で
ダブリンに戻り，母校の寄宿人にしてもらい，その後の約10年間あちこちの学
校で非常勤講師となって数学などを教えた。特に，カトリック教会の牙城であ
るMaynoothにあるStPatrickCollegeで教えたことが，指導的な立場に
ある聖職者たちと知り合になれて，将来のヴァレラとカトリック教会との結び
つきを強めるのに役立ったと言われている。
やがて「ゲール語連盟」の強い働きかけで，カトリック系の国立大学に入学
したり，公務員になるのに，アイルランド語の試験が課せられるようになっ
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た。それでヴァレラは将来も教師として身を立てるにはアイルランド語が412､修
だと判断して，アイルランド語を学ぶことにした。（Ｇ-39）そして，1908年に
｢ゲール語連盟」に加入して，アイルランド語を学んだ。先生のSineadFla‐
naganは美人の女性であった。４歳年上の小学校の先生だったが，素人女優
でもあってアベイ座の舞台に立ったこともあった。彼女はダブリンのブルジョ
アの家庭の生まれであった。二人は恋におちいり，1910年１月，ヴァレラ27歳
の時に結婚した。そして，ヴァレラは数学の学位のほかに，アイルランド語の
学位をとることができた。（G-41）
大学教師にもなれず，聖職者にもなれないヴァレラにとって，アイルランド
語の習得は新しい道を切り開いてくれるものであった。まず第一に，妻
Sineadが彼のために切り開いてくれたゲールの世界は愛の世界であり，黄金
の逃避場所であった。英語は外交上の言語であり，ヴァレラに常に悲しみを与
えたが，ゲーリック語（＝アイルランド語）は率直な言葉で，愛を与えてくれ
た。（C-40）また「ゲール語連盟」に加入することによってヴァレラは多くの
人々－－会長のダグラス・ハイドや副会長のマクニール（後のアイルランド義
勇軍の参謀長）のみならず，1916年の復活祭蜂起の指導者になり処刑されたケ
イスメント，ピアス，マクドナーなど－と知り合いになることができた。ヴ
ァレラが名前をEdwardからEamonとアイルランド語風に変えたのもこの
頃であった。「ゲール語連盟」の重要なポストにつこうと応募もしたが，その
当時はすでにIＲＢ（アイルランド共和主義者同盟）がひそかに「連盟」の実
権をにぎっていて，ＩＲＢ（＝Fenians）に加入していなかったヴァレラは出世
することはできなかった。ＩＲＢは武力闘争によって英国からの分離・独立を
めざす秘密結社だったが，衰退していたのが1907年のトム・クラークの米国か
ら帰国によって，復活・再生をなし遂げていた。
これ以後の２０世紀初頭のアイルランドの政治状況などは，すでに書いた「コ
リンズ評伝」などを参照していただきたいが，必要最小限度だけ書けば，１９１３
年に南26州にもIrishVolunteersが結成されると，ヴアレラもただちに加入
した。その頃までには武力闘争なくしてはアイルランドの独立は達成されな
い，と確信するようになっていた。（A-l9）ヴァレラは誰よりも熱心で，献身
的であった。毎週の軍事研究に出席するだけでなく，週末の軍事訓練にも参加
した。そして，ヴァレラは次第に義勇軍内部で昇進していった。義勇兵は自分
で武器などを用意しなければならなかった。それでヴァレラはカービン銃と雑
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嚢，肩から掛ける弾薬帯を買った。（F-54）1914年のHowth岬での武器の密
輸に関してヴァレラは沈着な指導力を発揮したので，義勇軍幹部から注目され
た。アイルランド義勇軍の分裂に際しても，ヴァレラは反英的な少数派に留ま
った。1915年にはダブリン第三部隊の指揮官になった。蜂起の計画がねられ
た。ヴァレラはさらに昇進してダブリン全部隊の司令官マクドナーの副官にな
った。
しかし，彼はＩＲＢに加入してなかったので，指揮官のヴァレラが知らない
計画などを部下のＩＲＢのメンバーがすでに知っているというようなことが起
こった。それで上官のマクドナーに苦情を言うと，逆にIRBに加入するよう
に説得された。二人は正反j【寸のタイプの人間だったが，奇妙に気が合った。そ
れで勧誘を断りきれずに，会合には出席しないという条件でヴァレラもＩＲＢ
に加入した。（C-50）
４．シン・フェイン党と義勇軍の議長になる
1916年４月24日にダブリンで復活祭蜂起が決行された。それは一週間たらず
で鎮圧されてしまったが，ヴァレラの率いる第三部隊は最後まで降伏しなかっ
た。それがその後のヴァレラの政治活動にカリスマ性を与えた。結局は降伏し
て，ヴァレラは指揮官の一人として死刑の判決をうけたが，在米の母親や妻
Sineadの働きかけで，ヴァレラのアメリカ国籍が確認され，無期懲役に減刑
された。そして英国の刑務所で服役することになったが，蜂起中に指揮官だっ
たので，ヴァレラは獄中闘争の指導者に祭り上げられていった。
蜂起を決行したとされる（実際はＩＲＢの主導だが）ＳｉｎｎＦｅｉｎ党は，今で
は共和主義者の政党として生まれ変わり，アイルランド中に支持者が増えてい
た。それでヴアレラは1917年５月に釈放されるとすぐに，東クレア州の補欠選
挙にシン・フェイン党から立候補してくれと要請された。それで軍服，訓練，
命令系統マニアと言われる（F-l22）ヴァレラはアイルランド義勇軍の軍服を
着て選挙運動をおこない，当選しても英下院には登院しないというシン・フェ
イン党の方針を約束した。元義勇兵たちが全国から駆けつけて，命令はすべて
軍隊式におこなわれた。（Ａ-64）選挙の結果はヴアレラの大勝であった。
本来のアーサー・グリフィスが創設したシン・フェイン党は，アイルランド
は英国と共通の国王をいただくが，英国とは別の独自の議会を持つべきだとい
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う二重王政と，英下院のボイコットを主張する合法政党で，蜂起には参加しな
かった。それが英国が誤って蜂起の主導者をシン・フェイン党とみなしてから
は，非合法組織のＩＲＢをはじめとして，あらゆる思想，立場の人たちがシ
ン・フェイン党に加入してきた。それでシン・フェイン党はむしろ英国からの
分離・独立をめざす共和主義者の政党に変わってきていた。
そのシン・フェイン党の大会が蜂起後に初めて1917年６月に開かれることに
なり，誰を党首である議長に選ぶかが問題になった。蜂起に参加した元義勇兵
から見れば蜂起に参加しなかったグリフイスが蜂起後も議長を続けることは
許しがたいことであった。それでマイケル・コリンズの下で再建されたＩＲＢ
は，生き残った蜂起の３人の指揮官の中で，最年長（34歳）で最後まで降伏し
なかったヴァレラを議長に推した。結局，コリンズらの左派とグリフィスらの
右派の妥協が成り立ち，綱領も「まず英国からの分離・独立をめざし，政治形
態はその後に検討する」ということになった。そして，新（第２次）シン・フ
ェイン党の議長にヴァレラが，副議長にグリフイスが選ばれた。
ついで，義勇軍の大会も開かれ，そこでもヴァレラカ識長に選ばれた。しか
し，コリンズは組織部長に選ばれ，他の重要ポストもＩＲＢが押さえて，義勇
軍の実権をにぎった。
改組された新ＩＲＢと新義勇軍の規約等はコリンズが作成した。新IRB'二
にヴァレラは参加しなかった。非合法組織は肌に合わないと思ったのか，コリ
ンズが実権をにぎるＩＲＢを嫌った。それが後に両者の対立を深めることにな
った。もしヴァレラが新ＩＲＢに加入していれば，対英条約をめぐる両陣営の
深刻な対立，分裂から内戦にいたる悲劇は回避できたであろうと言われてい
る。
その後，第１次世界大戦中の]918年４月に英政府は兵隊が少なくなったの
で，徴兵令をアイルランドにも適用させようとした。それがアイルランド人す
べてを激怒させた。あらゆる党派が英下院を退席して，ダブリンで抗議集会な
どを開いた。勿論ヴァレラはシン・フェイン党の反対運動の先頭に立って闘っ
た。それで５月に「ドイツとの陰謀事件」の容疑でヴァレラなどシン・フェイ
ン党の幹部80人ほどが根こそぎに逮捕されてしまった。コリンズだけは用心し
ていて逮捕を免れた。義勇軍の情報部長になっていたコリンズは，会議の席で
ヴァレラなどに警告を発していたのだけれども無視されていた。それが徴兵制
に反対するシン・フェイン党への英政府による弾圧であることは明らかであっ
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た。結局，第１次世界大戦が１８年１１月に終わって，徴兵制の問題はうやむやに
なったが，それでもヴァレラなどは釈放されなかった。
12月に復活祭蜂起後の初の総選挙がアイルランドでもおこなわれたが，それ
はシン・フェイン党の地滑り的な圧勝に終わった。北アイルランドまで含めた
全105議席のうちで，シン・フェイン党の当選者は73人（そのうち34人が獄中
当選者)，それまでの最大与党だあったアイルランド議会党は80人から６人に
転落してしまった。（G-ll6）その選挙はコリンズらのＩＲＢトリオが取り仕切
ったもので，主として獄中にいる者を立候補させた成果であった。選ばれたシ
ン・フェイン党議員は従来の公約通りに英下院をボイコットして，1919年１月
にダブリンで初のアイルランド国民議会を開いた。出席者はたったの24人であ
ったが，1916年の復活祭蜂起の「共和国樹立の宣言」が確認，批准され，獄中
のヴアレラ（36歳）が首相，コリンズ（28歳）が内相に任命された。
しかし，ヴァレラはまだ英国の刑務所で服役中であった。その獄中でヴァレ
ラが読んで感銘をうけた本がマキァヴェッリの『君主論であることはすでに
述べた。
そして，国民議会が開かれたと同じ日に，国民議会の知らないうちに，アイ
ルランド義勇軍によって対英独立戦争が始められた。最初から義勇軍は国民議
会の支配外にあった。（C-77）
5．独立戦争中の渡米
19年２月，コリンズらの手助けによりヴァレラはその刑務所から脱獄した。
そのヴアレラを迎えて４月１日に改めて国民議会が開かれ，ヴァレラが首相
に，コリンズは蔵相に選ばれた。ところが不可解なことにヴァレラが急に，
(1)アイルランド「共和国」の承認を求めるために，(2)建国の資金を集めるた
めに，渡米したいと言いだしたのである。独立戦争の最中に，首相であり，義
勇軍の議長でもある最高責任者が建国早々のアイルランドを留守にして，渡米
するということは敵前逃亡に等しかった。（F-129）
第１次世界大戦中に米国のウィルソン大統領は，小国の民族自決権を認める
発言をしていた。それで大戦後のパリ平和会談にアイルランドは「独立国」と
しての承認を求めるために，代表団を送った。しかし，国際連合の第10条の加
入資格の規約をたてに，代表団は門前払いをくった。それでヴァレラは国際連
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合を批判した。（Ｆ-33）ウィルソン大統領はアイルランド系といっても，先祖
がスコットランドのカルヴイン主義者の長老教会派であるだけに，親英派であ
った。だから英国を怒らせることを懸念してアイルランドの承認を嫌がった。
(C-31）それなのにヴァレラは渡米してウィルソン大統領のアイルランド「共
和国」の承認を得たいと主張したのである。
ヴァレラの渡米に関しては，ユーリック・オコナーの文章をまず引用した
い。「1919年６月デヴァレラはリヴアプールを出港した船でアメリカへ密航し
た。・・・彼は６月23日に・・記者団に対し，次のような声明文を発表，アメ
リカにおける運動を開始した。「本日より私は，民族自決の原則に従って，ア
イルランド人民の意思により樹立された共和国の代表団長としてアメリカに滞
在します」／このあと，彼はアメリカ全土にわたる大遊説旅行を開始するのだ
が，この仕事は彼のような強靭な肉体とすぐれた健康の持ち主にして，はじめ
てなし得たものであった。彼はまず，マサチューセッツ州議会で演説し，ボス
トンで市主催のレセプションに招かれた。ついでシカゴで名誉市民となり，サ
ンフランシスコではロバート・エメット像の除幕を行った。ロサンゼルスで
は，ポール・パークで演説したが，この時は２万５千人の聴衆が集まった。８
つの都市で知事の公式レセプションをもって迎えられ，３２の都市で市長と会見
した。（中略）デヴァレラの訪米は彼とクラン・ナ・ゲールとの意見の食い違
いから，有終の美を飾ることができなかった。後者はフェニアン団員であるジ
ョン・デヴォイが総裁を務めていた。デヴァレラは有力な弁護士コホランが率
いる「アイルランドの自由の友」とも対立してしまった。デヴァレラの気性は
これらのアイルランド系アメリカ人とは反りが合わず，しばしば衝突した｡｣(2)
この文章はアメリカでのヴァレラの行動を象徴している。表面的には各地で
華やかな歓迎を受けながら，裏では在米アイルランド人の組織の支配者たちと
対立したヴァレラ。以下，彼の在米中の問題点について簡単に述べたい。
まず個人的な側面から言えば，(1)母親に会いに行ったことは当然としても，
アイルランドでは血みどろの対英独立戦争がおこなわれている最中なのに，若
いアイルランド人の女性CatharineO，Connellを個人秘書として同行させ，
勝手にアイルランド共和国「大統領」の肩書を使ってアメリカ各地で豪華なホ
テル暮らしをしたことが，反対派から非難された。（A-lO8）その女性とは不
倫の関係が噂された。彼はその女性をアイルランドにも連れて帰り，Cathar‐
ｍｅが1956年(ヴァレラ74歳)に死ぬまで同居した。（G-l98)それに関連して，
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(2)ヴァレラはアメリカで集めた公金を浪費しすぎた。「アイノレランドの自由の
友」はまず100万ドル集めてくれた。その四分の三の75万ドルを米国内の反国
際連合適切に使い，残りの25万ドルをアイルランドに送金することになった。
しかし，ヴァレラは国債を発行してさらに資金を集めたいと言って，その費用
に25万ドルの中から１０万ドル前借りした。（A-lOO）それで対立が生じた。
（３）アイルランド共和国が国際的に承認されてないのに，国債を発行するこ
とは，米国の「不法証券取引禁止法」に違反すると，ニューヨーク州の高裁判
事である前述のコホランが反対した。（Ｆ-36）しかし，ヴァレラはコホランと
対立するフィラデルフィア州のマックガリテイの助けを借りて，債券というこ
とにして国債の発行を強行した。そして，500万ドルほど集めた。その中から
ヴァレラは米国の大統領選挙に干渉する費用として50万ドル，アイルランド共
和国を承認させる費用として１００万ドル受け取った。（G-l76）さらに奇妙なこ
とに，全体の60％ほどの金300万ドルをアイルランドに送らないで，アメリカ
の銀行に残して，マックガリテイを銀行口座の管理人にした。（G-192,3）つ
まり，1年半も独立戦争中の祖国を留守にして，アイルランドに送金した金額
が１００万ドルたらずなのに，運動費としてヴァレラが使いこんだ金が150万ドル
ほど。それなのに後述のようにアイルランド共和国の承認は得られず，効果は
ゼロ。壮大というか，むなしい無駄使いであった。
(4)ヴァレラが対立したJohnDevoy（1842-1940）は，アイルランド生ま
れ。1867年のＩＲＢの蜂起失敗後にアメリカに亡命し，そこでＣｌａｎｎａＧａｅｌ
(＝IRB）を組織し，ＩＲＢを復活させ，その機関紙「ゲールのアメリカ人」を
発行している，伝説的な人物であった。1916年の復活祭蜂起でもドイツからア
イルランドへ武器・弾薬を送らせた黒幕であった。そのデヴオイもいまや77歳
で，耳も聞こえなくなって頑固になっていた。そのデヴォイを助けたのが前述
の判事Cohalanで，有能であったが高慢な人間だった。彼らはドイツからの
武器援助でのみアイルランドの独立は達成されると信じている反英主義者であ
った。ウィルソン大統領はそのような親独思想を米国に対する裏切り行為だと
怒った。（G-l41）それで大統領とコハラン判事は反目し合うようになった。
ヴァレラはＩＲＢが嫌いだったから彼らと対立したとも言われているが
(B-80,81)，ヴァレラは形式主義者というか，アイルランドは共和国を宣言し
たのだから共和国である，自分はその共和国の「大統領」だから在米アイルラ
ンド人やその組織は自分の指導に従うべきだと主張した。（G-156）
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しかし，彼らに反対するグループもあった。それはかつてPatrickPearse
が借金返済のために1914年２月にアメリカに講演旅行に出かけた際に世話にな
った前述のJosephMcGarrityU874-l940）の一味であった。彼もアイルラ
ンド生まれで，16歳でフィラデルフィアに移住し，それ以降祖国の武力闘争派
の援助に生涯を捧げた人間だった。彼は渡米中のヴァレラを支持した。
(5)ヴアレラが渡米する少し前の２月に，「アイルランドの自由の友」の大会
が開かれ，運動方針として(a)アイルランド「共和国」の承認を求めるべきか，
アイルランドの民族自決の権利を求めるべきか，また(b)集めた資金をアイル
ランドに送るべきか，米国での国際連合反対の運動資金にすべきか，で見解が
分かれた。前者の立場が少数派のマックガリテイの，後者の立場が多数派のデ
ヴオイ，コホランのグループであった。（Ｍ-421）アメリカの政治事情にうと
かったヴァレラは到着早々に両グループ間の争いに巻きこまれてしまったとも
言えよう。結局，1920年11月にワシントンでヴアレラはデヴォイらの組織とは
別の「アイルランド共和国の承認を求めるアメリカ人協会」を結成した。
(A-114） 
(6)３月にアメリカの上院はウィルソン大統領を困らせようとして，アイル
ランドの民族自決権を認める決議をした。それでヴァレラは有頂天になった。
(H-93）ヴァレラはアメリかの議会の決議が単なるリップ・サーヴィスにすぎ
ず，実効性を伴うものでないことを知らなかった。（G-l73）さらにアイルラ
ンド人は第１次世界大戦でドイツの勝利を望んでいた，と語った時に英米協調
勢力の強いアメリカ人はヴァレラに対する怒りに燃えた。（H-94）
さらにキュー（にに関するヴァレラの発言がデヴォイ，コハランー派を怒ら
せた。キューバはアメリカと協定を結んでいたが，アメリカは必要な時はキュ
ーバの港湾を使用できることになっていた。そのキューバとアメリカの関係を
ヴァレラがアイルランドと英国の関係に例えたので，その発言はアイルランド
を英国の同盟国ないしは英帝国の支え，城壁にするものだ，とデヴォイらは激
怒した。
(7)また，アイルランド共和国の承認を求めるために，アイルランド人が伝
統的に支持してきた民主党の大会のほかに，共和党の大会にもヴァレラは出席
した。結局はどちらの大会でもヴァレラの要請は受入れられなかったのだが，
一国の「大統領」が他国の二つの党大会に出席することは内政干渉に当たる，
という批判もでた。（Ｍ-422）ヴアレラはウィルソン大統領にも会えず，国務
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長官に送った書簡の返事ももらえなかった。結局，アメリカの次期大統領は共
和党のHardingが選ばれ，アイルランド承認の夢は消え失せた。（F-45）ヴ
ァレラのアメリカでの共和国の承認を求める試みは，完全に失敗した。それで
1920年の12月に帰国した。
最後に，この時期に渡米していた詩人のYeatsが1920年５月のニューヨー
クでのヴァレラの会合に出席して，その印象を書き残しているので，それを少
し引用したい。「ヴァレラは生身の人間よりはむしろ議論の機械みたいな人間
で，宣伝ばかりで人間味がない。・・・人間味のある生活をしていないから，
他人の人間味のある人生を判断することができないので彼は失敗するだろう。
彼はすべての人にあまりにも多くのことを要求する，しかも魅力なしに。だか
ら彼は別の人たちにやがて脇においやられるであろう｡」（G-l91）
6．条約から内戦へ
第１次世界大戦が終わると，英国はかつての自治法に代わって1920年に「ア
イルランド統治（＝分割）法」を提出し，北アイルランドが成立した。それは
南北のナショナリストに大変なショックを与えたが，ともかくそれを契機に南
26州でも21年７月に独立戦争は休戦となり，ロンドンで和平交渉が早速おこな
われ，首相のヴァレラなどが出向いた。だが，彼は他の代表団とは別な所にア
メリカから連れ帰った個人秘書のキヤサリンと宿をとった。（G-230）交渉の
結果アイルランドはカナダ並の自治領の地位を与えられることになったが，い
くつかの港湾は英国が使用できる付帯条件がついていた。ヴァレラはその提案
を拒否して，彼の持論のExternalAssociation（外部加入）を提示した。そ
れは「和して同ぜず_，というか，大戦中の米国と英国との関係に似ていた。米
国は英国の同盟国ではないが，連合している国であった。（C-lOO）つまり，
アイルランドは英連邦の一員ではないが，英国王を自由な連合体の首長として
認めるというものであった。（C-l46）
ヴァレラとの交渉には英国の政治家はみな手こずった。ロイド・ジョージ英
首相はヴァレラを「視野の狭い，言葉が限られている人物」とみなし，「彼の
考えを理解するのはフォークで水銀玉をすくうように難しい」と言った。他の
政治家たちも彼を「ペダンチックで，揺れ動いて，決定的な行動ができない人
物」とみなしていた。英国の担当大臣との会談ではヴァレラは「イエス・キリ
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ストの誕生から話を始めた」とか，北６州のクレイグ首相との会談でも「１１６９
年のノルマンの侵略から話を始め，１時間たっても１２，３世紀の英国王の話を
していた」とも言われている。（1-47）
２１年10月からロンドンで本格的な和平交渉が始まった。その前にヴァレラは
正式に「大統領」の地位を与えられたせいか，大統領は元首と首相を兼ねる一
国の象徴だから，ロンドンには行かないと言い張って，代わりに無理やりにコ
リンズを行かせた。「共和国」の地位が与えられないことはすでに分かってい
たのだから，交渉団は生贄であった。コリンズの留守の間にIRAを改革し
て，コリンズの影響力のすぐない新しい軍隊をつくろうともした。現場の軍人
の反対で立ち消えになったが。（Ｇ-267）交渉の結果は当然ながらヴァレラら
の場合とほとんど同じであった。だが，グリフィスやコリンズらの交渉団はそ
の提案を「将来の共和国への踏み石になるもの」とみなして受諾した。しか
し，ヴァレラは執勧に反jｶﾅした。しかし，閣内でも議会でも僅差ながらヴァレ
ラは少数派で，負けた。
しかし，ヴァレラは多数決原理に従うような男ではなかった。法を踏みにじ
っても自己を主張するマキァヴェリストであった。議会で負けると退席して，
大統領を辞任した。ＩＲＡもシン・フェイン党も条約をめぐって賛成派と反対
派に分裂した。それでヴァレラは仲間と新党「共和国連盟」を結成して，内戦
を暗示する演説をした。（F-lO3）条約承認をめぐる選挙でもヴアレラは敗れ
た。４月に反条約派のＩＲＡがダブリン市内の主要な建物を占拠した。ヴァレ
ラは元の義勇兵に戻って，一兵卒として反条約派のＩＲＡに参加した。しか
し，ＩＲＡはヴァレラの戦闘意欲も，共和国でない「外部加入」という変な理
屈も疑わしく思っていた。（F-l32）果せるかな，２２年６月下旬に内戦が始ま
ると，ヴァレラは赤十字の救急車に乗って反条約派ＩＲＡの拠点から逃亡し
た。
その後ヴァレラはアイルランド南西部を支配する反条約派のIRAリンチ参
謀長の軍隊に加わった。８月１２日，ヴァレラの後任の大統領になっていたアー
サー・グリフイスが長年のストレスと過労で脳出血で死んだ。それから１０日後
の８月21日，条約にもとづく臨時政府首相から内戦以降は「自由国」軍の最高
司令官であったマイケル・コリンズカ牧郷コーク州の視察の最中に暗殺され
た。３１歳であった。なぜかその日ヴァレラはその近辺にいた。だからヴァレラ
がコリンズの暗殺を命令したとも考えられるが，内戦当時はアナーキイな状態
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になっていて，権力は政治家の手中になく，地方のＩＲＡのゲリラ部隊長やガ
ンマンの手中に移っていた。だからコリンズの暗殺はその地域の支配者であっ
たIRAのリンチ参謀長の指令によるものらしい。（G-332）しかし，コリンズ
の死によって最大の`恩恵を受けた者はヴァレラであった。コリンズカ鴨殺され
ることなく「自由国」政Hifの重鎮であり続ける限})は，ヴァレラの出番は二度
となかったであろう。
しかし，状況が変わったのか，ＩＲＡが再びヴァレラを政治指導者として受
け入れた。それでヴァレラは10月に「緊急事態内閣」をつくり，閣僚を任命し
た。（G-339）閣僚の多くは獄中にいて，その内閣は名目上のものにすぎなか
ったが，ヴァレラにとってはアメリカからの援助資金を受け取るためにも共和
主義者を名乗る必要があったのである。条約調印一周年の22年１２月に自由国
憲法が施行され，コスグレイヴが正式に首相となった。しかし，ヴァレラは自
由国政府の正統性を決して認めようとはしなかった。1923年５月に，内戦は１
年で反条約派ＩＲＡの敗北で終わった。
7．自由国識会への加入
不思議でならないのは，ヴァレラは内戦中は勿論のこと負けた後でも，内戦
などまるでなかったかのどと〈，或いは勝者であるかのように振る舞っている
ことだ。内戦をひきおこした罪悪感などはまったくない。敗戦後はしばらく身
を隠していたが，８月の選挙が近づくと，ヴァレラはまだシン・フェイン党の
議長だったので「戦争は終わった。今後はシン・フェイン党の組織を通じて社
会の改革につとめたい」という声明を出した。（G-356）そして，長年の地盤
である東クレア州から立候補した。しかし，８月にエースで選挙運動を始める
と，ヴァレラは自由国軍隊の発砲をうけ，負傷をし，逮捕されたが，それでか
えって人気がでた。（F-l32）
選挙結果は自由国派が63,ヴァレラのシン・フェイン党が44などで，国民は
平和を欲して「自由国」を受け入れた。やがて逮捕されていたＩＲＡの服役囚
も釈放されるようになり，ヴアレラも24年７月に11ケ月ぶりに釈放された。内
戦中につくった「緊急事態内閣」を清算し，自由国政府を事実上の政府として
認めるようになった。（F-l34）しかし，展望は開けなかった。センチメンタ
ルにも逮捕一周年に再びエースに行ってみた。注目されるには逮捕されるしか
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なかった。秋に北６州で選挙がおこなわれるので，シン・フェイン党も候補者
を立てることにした。ヴァレラは北６州でも議員として選出されていた（日本
と違って複数の選挙区から立候補することができた）ので，ニューリイ市に行
ったが，逮捕されて国境の南側に送り返された。翌日こんどはデリー市に出か
けて，そこでも逮捕されてベルファーストに移され，有罪の判決をうけた。
(F-l36） 
条約で決められた国境委員会が1925年に開かれた。北６州でカトリック住民
が多数派を占める国境沿いの地域が，南26州に返還されることを自由国は期待
していたが，北６州のユニオニストは「寸土も譲らず」の強硬な方針で，国境
の変更はおこなわれなかった。それどころか，驚いたことに，国境は金銭で解
決されてしまったのである。２０世紀初頭までにアイルランドの小作人が英国の
地主から土地を買い取ったのだが，その代金を英政府が立替えていた。その立
替え金を今でも自由国政府が農民から徴収した金で年賦返済していたのだが，
その土地年賦金の帳消しと引換えに，自由国政府は北６州を手放してしまった
のである。つまり，それは南北アイルランド間の国境の固定化南北分割の承
認であった。それは明らかに自由国政府の失敗，失政であった。（G-379）そ
れで共和主義者は激昂したが，自由国議会には加入しないというシン・フェイ
ン党の方針では手も足も出なかった。議会ボイコットの方針が無力なことは明
らかだった。
それでヴァレラは26年１月に自由国議会に加入する方針をだしたが，ＩＲＡ
やシン．フェイン党は反対した。（F-l40）今になって「自由国」を認めると
いうのは，４年ほど前に条約調印に反対して血で血を洗うような内戦まで引き
起こしたことが，無意味になってしまうからだ。たった４年前の方針を今１８０
度転換させるというのならば，４年前に強引に多数決原理を踏みにじってまで
反対することはなかったのだ。ヴァレラがオポチュニスト，マキァヴェリスと
して非難されるのも当然であろう。
すでに25年１１月の総会でIRAはヴアレラ支持をやめていた。２６年３月のシ
ン．フェイン党の大会でも，ヴァレラの自由国議会入りの方針は否決された。
それでヴァレラはシン・フェイン党を脱退して，新党結成を決意した。新党を
つくるには資金を必要とする。しかも６月には選挙が予定されていた。ヴァレ
ラが緊急になさねばならぬことは，在米アイルランド人の資金がＩＲＡに入る
ことを止めさせて，彼のつくる新党に入るようにさせることであった。２４年だ
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けでも１万’千ドルの資金がＩＲＡに入っていた。（L-l50）それで「自由国」
のパスポートを申請して，３月にヴァレラは渡米して，２０年に「アイルランド
共和国」の名前でアメリカに残しておいた300万ドルの資金を受取に行った。
自由国のパスポートを申請したということは，ヴァレラが自由国を承認したに
等しい行為だった。（F-l44）ヴァレラがアメリカに残してきた300万ドルは，
自由国政府も受取りを要求していたので，裁判沙汰になっていた。ヴァレラは
ニューヨーク市の法廷に立って，その資金は彼の新党が受け取る資格があるこ
とを証言した。（１年後の判決は意外にも，300万ドルの大金はヴァレラの新党
でも自由国政府でもなく，出資者に返還するというものであった。（G-392)）
２６年５月にヴアレラは新党FiannaFail（運命の兵士たち）という共和主
義政党を結成した。新党の「共和党」の基本目標は，（a)共和国としての統一
アイルランドの政治的独立の確保，（b)アイルランドの言語と文化の復活，な
どであった。（G-386）６月の選挙結果は自由国側が47人，ヴァレラの「共和
党」が44人などであった。８月，ヴアレラの共和党議員は，かつては猛烈に反
対した「条約」に従って，英国王に対･する宣誓書に署名して，自由国議会入り
をなし遂げた。ヴァレラー流の変則的な宣誓の仕方で，本'Dは宣誓していない
と言い張りながら。（F-l45）
２７年３月に，アメリカの銀行に凍結されていた300万ドルが，出資者に払い
戻されるという判決が出た。それでヴァレラはこれ以降二度にわたって渡米し
て，母親に会うのは勿論のこと，資金集めと資金網の確保に努めた。(1)１９２７
年12月から28年２月まで，と(2)29年１１月から半年間。1回目の渡米の時には
出資者に返済される資金が，ヴァレラの「共和党」に寄付されるように努め
た。しかし，ヴァレラの口座の受取人でもあった，在米のマックガリテイとの
間柄が悪化していた。（Ｇ-384）マックガリテイは熱烈なＩＲＡの支持者であっ
たので，ヴァレラの方針転換を批判した。やがて，政権をとったヴァレラが
ＩＲＡを弾圧するにつれて，二人は対立し，妓後には敵対関係になるのだが，
普通の在米アイルランド人でも彼らが寄付した資金が南北「分割」の解消のた
めにではなくて，ヴァレラの「共和党」の宣伝や選挙，アイルランド語の普及
のために使われるのに不満をいだくようになった。（1-104）２回目の渡米は，
発行予定のヴァレラ派の新聞〃たＡＰr`susの資金集めのためで，アメリカで１
万人の株主を募った。（H-229）
ヴァレラは一方では自由国議会に加入し，影響力の強いカトリック教会に接
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近しながら，他方では自由国の正統性を否定して，それを打倒しようとする
IRAを助けた。彼はいつも権力をにぎるチャンスを狙っていたマキァヴェリ
ストであった。（F-l76）
8．ヴァレラの時代
一ゲーリック，カトリック，共和国の三種の神器一
1931年に英連邦を規制する「ウェストミンスター憲章」が改正された。まず
はモロワの『英国典を引用しよう。それは今後「もはやイギリス議会には自
治領の法律を制定する権利なきこと，平和か戦争かを決する権利ならびに条約
締結の権利は自治領に関する限り自治領に属すること，最後に，自治領の首相
は国王に直属すること等を宣言した。かくて国王は，今後イギリスと連邦をか
たちづくる国々との間の唯一の公の紐帯となる。1921年の条約により，アイル
ランドもまた自治領たるべきことが定められた。南アイルランド自由国が打ち
建てられ，アルスター諸州は，その希望に従ってイギリス領として止まった。
1921年から1931年まで，アイルランドは，コスグレーヴ氏の首相の下にこの状
態を甘受していたが，1931年，コスグレーヴに代わった，デ・ヴァレラ氏は，
完全にイングランドと決別した。この時以来アイルランドは，もはや国王との
つながりさえも認めず，イギリスの儀式に代表を送らず，独立国家として行動
する｡｣(3)
この文章を読んでも，自治領とか英連邦とかいう概念が絶対的に固定された
ものではなく，時代とともに変わっていくものだということが分かる。政権を
とったヴァレラはこの「憲章」の改正を利用して，自由国憲法にあった英国王
への宣誓事項の廃止などをおこなったわけだし，３６年に英国王エドワード８世
が退位した時には，一時的にせよ退位を認めず，英国と対立することになった
のである。（C-ll9）つまり，コリンズの「条約が共和国への踏み石になる」
という主張は完全に正しかったのであり，ヴァレラの改革は「ウェストミンス
ター憲章」の改正の枠内にすぎなかったのである。
話が進みすぎたので戻すとして，1932年予定の総選挙に勝つためには，新党
｢共和党」の名前を民衆に覚えこんでもらわなければならなかった。ヴァレラ
の常套手段は逮捕されて，世間の注目を引くことであった。２９年２月の「ゲー
ル語連盟」のベルファーストでの大会に招待されたことを利用して，ヴァレラ
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は出かけたが，またそこで逮捕されて１カ月間の刑務所暮らしをした。（Ｇ-
421）また，1929年のウオール街の株の暴落に始まる世界的な経済大恐慌のな
かで，自由国政府は失業や移民の増大などに悩んでいた。その経済的不況を背
景におこなわれた32年２月の総選挙で英国王に対する宣誓の廃止などを訴えた
｢共和党」が72人，自由国派は57人獲得した。その他の政党はすべて反「共和
党」にまわるかと思われたが，結局，共和党は労働党と連立内閣を形成するこ
とできて，３２年３月ヴァレラは初めて政権につくことができた。（Ｈ-235）
条約賛成派から反対派への交代だけに，クー・デターなどの噂もでたが，結
局，政権交代は平和的におこなわれた。それ以降ヴァレラ政権は第２次世界大
戦をはさんで，４８年まで16年間の長期政権であった。前述のように，ヴァレラ
は早速「自由国憲法」から英国王に対する宣誓の廃止などを強行した。また，
自由国政府と英国との間にあった土地年賦金に関する1923年の秘密協定をあば
いた。（H-238）つまり，土地年賦金に関しては，２３年の秘密協定と25年の国
境委員会による解決と二種類の取決めがあったことになる。ヴァレラは両者と
も認めなかった。前者の秘密協定は存在すら知らなかったし，後者の解決は議
会で批准されていない，と主張して。（F-ll6）
アイルランドは700年にわたって英国の侵略をうけ，搾取されてきたのだか
ら，土地年賦金など支払う必要がない，と言って，土地年賦金の支払いを拒否
した。それに対する報復処置として英政府は農産物などのすべてのアイルラン
ドからの輸入品に，２０パーセントの関税をかけた。それでヴァレラ政府もすべ
ての英国製品に20パーセントの関税をかけた。こうして所謂「関税経済戦争」
力始まったのである。アイルランドは輸出・入とも英国に90パーセント以上も
依存していたので，アイルランド経済の打撃は大きかった。（Ｍ-613）しかし，
ヴァレラは彼の理想とするロマンチックな古代社会の名残であるような，自給
自足の社会の形成を押し進めた。（F-l50）牧畜は農耕に代わり，土地は細分
化されて貧農に与えられ，諸産業には政府の助成金による保護育成政策がとら
れたが（J-84)，それは必然的に腐敗，堕落を生み，製品とサーヴィスの低下
をもたらして（G-453)，ヴアレラの夢とは異なってしまった。（F-l82）
他方では，ヴァレラはＩＲＡに対する弾圧を緩めた。前述の総選挙で自由国
のコスグレーヴ政権を追い落とすためにＩＲＡの支持を必要としたヴァレラ
は，政権につくとＩＲＡ服役囚の釈放，軍事法廷の廃止，ＩＲＡの非合法化の解
除をおこなった。それでIRAは機関紙を発行したり，軍事訓練などの活動を
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公然と再開した。（G-463）しかし，カトリック教会に接近することで右翼化
したヴァレラは，自由国を共和国に変更することも，ＩＲＡを承認して正式の
軍隊とする「共和国軍」をつくる意図もなかった。
また，経済大恐慌以後の30年代は民衆の生活も苦しくなり，共産主義とファ
ッシズムに走る者が多く出た。ＩＲＡのなかでも共産主義に接近する部分もあ
った。ヴァレラすら共産主義者だと非難され「わたしは共産主義者ではない」
と弁明したほどであった。（F-l57）社会の左翼化の風潮に対抗して，旧自由
国軍の退役軍人らを中心として「陸軍戦友協会」が結成された。それは33年に
青シャツの制服を着るようになったので，「青シャツ党」と呼ばれるようにな
った。ヒットラーのナチスばりの敬礼などを採用して，明らかにそれはファッ
シスト団体であった。ＩＲＡは再びヴァレラ政権を支持することにして，その
｢青シャツ党」と街頭で衝突するようになった。まもなく勢力の衰えた「青シ
ャツ党」はすでに「国民防衛軍」と名前を変えていたが，富農の「国民中央
党」と１日自由国のコスグレーヴ派と合同して，３３年にＦｉｎｅＧａｅｌ（統一アイ
ルランド党）を結成した。
ファッシズムの危機が過ぎると，ヴァレラとＩＲＡの蜜月の時代は終わり，
両者の関係は急速に悪化した。ＩＲＡはファッシスト団体を撲滅するために利
用されたにすぎなかった。ヴァレラは飴と鞭でＩＲＡを封じこめようとした。
IRAの１日兵士にも年金を支給したり，補償金を出したり，警察の補助組織に
加入させたりした。それと同時にIRAに対する弾圧も強化した。３６年６月に
はIRAは再び非合法化された。
それと平行して，ゲーリック化カトリック化の民族主義路線が強まってい
った。すでに１日自由国政府によってゲーリック語が公用語とされ，すべての小
学生にゲーリック語が教えられていたが，今なおゲール語が話される西部地方
が美化され，神聖化された。さらに，カトリック教会が民衆の風俗，習慣にま
で干渉するようになった。性はタブー化され，堕胎は19世紀の中頃から禁止さ
れていたが，1923年映画検閲法，２５年離婚の禁止，２９年出版物検閲法，３５年避
妊其の販売，輸入の禁止と，すべてがカトリック教会の要求にもとづく国造り
がおこなわれた。当時の西欧文化の中心をなすモダニズム，シュールリアリズ
ム，ジャズなどがすべて頽廃的なものとしてカトリック教会から否定された。
文学作品も自国のジョイス，オケイシーなどの超一流の作品のみならず，海外
のヘミングウェイやフォークナー，グレアム・グリーンなどの作品も読めなか
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以下，検閲制度の一端として，「青シャツ党」とも関連するので，アベイ座
のアメリカ公演をめぐる詩人イエーツとヴァレラとのやりとりを紹介したい。
－劇団の検閲に関して首相まで出てくるところがすごい。問題の発端は32年の
アベイ座の米国巡業であった。その巡業は大好評であったが，一部では「共和
党」の検閲の方針に沿って，カトリック的，ケルト的思想の立場からの抗議を
招いた。シングの『西国のプレイボーイ』とオケイシーの『ジュノーと孔雀』，
『谷間の鼬は，大酒呑み，殺人，娼婦などを主題とする下品な言葉の芝居な
ので，アイルランド人の人格を高めるものではない，そんな芝居を上演するア
ベイ座に助成金をだすのは，税金の無駄使いだ，というのが抗議の趣旨であっ
た。それまでアベイ座は年に１０００ポンドの助成金を受けていたが，検閲担当者
は，下品な芝居には助成金は払えないとか，助成金を750ポンドに削減すると
か，アベイ座の理事会に政府代表の新しい人物を加えよ，などと要求してき
た。それでアベイ座の責任者でもあるイエーツが怒った。「米国の大学でも研
獅寸象になっている世界的にも有名な，アイルランドの古典的作品をけなすと
は何事か！」と，抗議の手紙を書いた。それにヴァレラの新聞である、s〃
ＦｒＢｓｓが噛みついて，結局，アベイ座の理事イエーツとヴァレラ首相の会談に
なった。３４年４月の新聞にのった会見記によれば，イエーツは，劇場の自由が
政府によって抑圧されるならば，助成金はいらない，と言った。ヴァレラは，
アベイ座に足を運んだこともないので，そこで何が上演されているかも知らな
いが，シングやオケイシーの作品の海外での上演は容認できない，と言明し
た。イエーッは，政治的な社会とはいつでも戦う，と言って，会見は終わっ
た。その後ヴァレラはアベイ座に「米国巡業のレパートリーの中に，民族独立
を主題にしたシングやオケイシーの３作品を含めることは認められない。国内
では独立の歴史は周知のことなのでその戯画化した作品の上演も許すが，海外
での上演はアイルランドの名誉を汚すことになるので認められない」という趣
旨の手紙を書き送った。しかし，結局，イエーツはシングとオケイシーの作品
をもって，助成金ももらって，アメリカ巡業に旅立って行った。イエーツこそ
ヴァレラと直接対決して勝利を得たただ一人の男であった。そして，イエーッ
が青シャツ党支持に走ったのも，アベイ座検閲をめぐる反ヴァレラ感情による
もの，という説もあった。（Ｇ-501-5）
なお，ヴァレラの功績に関しては，国際連合での活躍があげられよう。アイ
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ルランドは1923年の旧自由国の時に国際連合に加入し，３０年に理事国となり，
持ち回りで32年からはヴァレラ（ﾀ糊兼任）が理事国の議長になっていた。
３７年には「ヴァレラ憲法」が発布された。それは事前にローマ・カトリック
教会側と相談したと言われるだけに，（G-489）冒頭の前文「至高の三位一体
の名において・・・我々，アイルランド国民は・・・聖なる主，イエス・キリ
ストに対する我々すべての恩義を謙虚に認めつつ・・・ここに以下の憲法を採
択し，制定し，みずからに与える」を見ても分かるように，キリスト教的色彩
の濃いものとなっていた。
また，４４条には「国家は大多数の市民が告白する信仰の守護者としての聖カ
トリック・ローマ教皇とローマ教会の特別な地位を認める」という悪名高い条
文があって，北アイルランドのプロテスタントなどを激怒させた。
第１条は「アイルランド国民は・・・みずからの統治形態を選ぶ絶対的な権
利を有する」とあり，第２条で「国土はアイルランド全島から成り立つ」と言
いながら，第３条では現実的に，「国土の再統一をなし遂げるまでは，この国
会によって施行される法律は，自由国の法律と同じ適用範囲をもつ」と制限し
た。つまり，アイルランドは理念としては全土からなるが，現実には南北アイ
ルランドの「分割」を認めた表現になっていた。第４条では「国家の名称は
Eire，英語ではIreland」とされ，第５条は「アイルランドは主権をもった，
独立した，民主的な国家である」と規定されたが，「共和国」という言葉がど
こにもないことが，注目された。
また，４１条では「家庭」が至上のものとされ，社会の基本単位として認めら
れ，美化され，神聖化された。「母親は家庭内の職務をなおざりにして，経済
的必要に迫られて働いてはならない」と女`性を差別するような条文もあった。
それは1916年の復活祭蜂起の「すべての市民に平等の機会を与えることを保証
する」という「共和国樹立の宣言」にも違反しているし，コリンズが作成した
｢自由国憲法」にも劣るものだと批判された。（G-495）
４０条の「市民の自由」の項目では「ラジオ，出版，映画などの公共の意見の
機関が，国家の公共の秩序，道徳，権威を覆すために利用されてはならない」
と検閲を正当化した。
「憲法」の批准投票は賛成が39パーセント，反対が30パーセント，棄権が３１
パーセントで，賛成率が50パーセントにもならないのに，賛成多数で施行され
ることになった。共和主義者やプロテスタントはその憲法を潮笑して，批准投
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票をボイコットした。それが結果的にはヴァレラ憲法を小差で批准させること
になった。（H-260）もし「憲法」に懐疑的で棄権した女性たちの票が反対票
に廻っていれば，ヴァレラ憲法は日の目を見なかったであろう。
9．南北分割の解消を目指して
英国王に対する宣誓の廃止，土地年賦金の不払い，新憲法の制定などのほか
に，ヴァレラにはまだ南北アイルランドの「分割」の解消という重い課題が残
っていた。1925年の国境委員会の解決をヴァレラカ認めないということは，南
北アイルランド間の国境の確定を認めず，北６州を放棄しないということでも
あった。逆にいえば南北間の国境を解消するという決意でもあった。それこ
そ共和主義者としてのヴァレラの悲願であった。
「本来，アイルランドは一つの国で，北アイルランドは英国によって，人為
的に分割されてつくられた国だから，英国の撤退によって南26州と再統一され
なければならない」というのがヴアレラの信念であった。（1-44）だからヴァ
レラは北６州には自決権を認めなかった。「北６州の運命は，強制による南２６
州への併合か，英国への追放しかない」と言った。（1-37）「英国への追放」
とは威勢のよい言葉だが，現実には北６州の100万人もいるプロテスタントを
英国に追放できるわけがない。１７世紀のクロムウェルでさえもアイルラドのカ
トリックをシャノン川以西に追放しようとして出来なかったのだから。
「強制」とはIRAの武力を言うのであろうが，もしIRAの武力で南北「分
割」の解消ができなければ，他の方策としては武力をもちいずに北６州住民の
合意による南北アイルランドの統合しかない。ＩＲＡの武力による「強制」か
北６州住民の「合意」か。実際のヴァレラの政策はこの二つの方針の間を揺れ
動くものであった。ということは，解放軍のＩＲＡを利用したり，弾圧したり
ということでもあった。ごく大雑把にいえば；３２年に政権をとるまではヴァレ
ラはＩＲＡを利用し，政権をとってからはＩＲＡを弾圧した。
ところで，1921年夏のアイルランドの南北分割が決まった直後に，ヴァレラ
は英連邦内の有力な政治家である南アフリカ自治領の首相Ｓｍｕｔｓと，対英独
立戦争後のロンドンでの和平交渉の席で出会った。Ｓｍｕｔｓは政治家としての
ヴァレラを高く評価していた。そのスマッツ首相がヴァレラに妥協の道を選ぶ
ことを勧めたのである。「賢い人間は理想を求めて闘いながら，不可避なこと
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には頭を下げることを学ばなければならない。いくつかの段階を経て問題を解
決せよ。最初の段階は南26州に自由主義的な憲法をつくることで，最後の段階
が北６州の人たちが統一アイルランドを容認することだ。この段階を逆転さ
せ，まずアイルランドの再統一を最初にもってくることは，解決を危険にさせ
る。アイルランドの再統一は全過程が向けられる理想であるべきなのだから」
と。（1-53）スマッツ首相が「自由が統一を導くのだから自由主義的な憲法づ
くりから始めよ」と助言してくれたにもかかわらず，すでに見てきたように，
ヴァレラ憲法は北６州のプロテスタントを反発させるものであった。
しかし，1932年ヴァレラが政権をとると，英政府は分割解消に関して新提案
をしてきた。それは南北二つの自治領からなる独立した主権をもつアイルラン
ド連邦をつくり，二つの自治領は英連邦の外部加盟国になる，というものであ
った。しかし，北６｝１１の自決権を認めないヴァレラは賛成しなかった。（1-
119,20） 
1937年が英国とアイルランドの関係の分岐点であった。コスグレーヴ前首相
が政権に復帰する見込みがないと知るや，英政府はヴァレラ相手にアイルラン
ド問題を解決せざるをえなくなった。第二次世界大戦の危険が近づくにつれ
て，両国は防衛問題などで協力する必要があったからである。（G-513）しか
し，ヴァレラの姿勢は変わらなかった。アイルランドの南北分割が続くかぎ
り，アイルランドは英国と協力できないと言って，（Ｍ-553）南北分割の問題
をヴアレラは持ち出し，(1)南北分割の解消，(2)土地年賦金の不払い，(3)英
海軍による港湾の利用不許可などの５項目の要求を提出した。（G-514,5）交
渉が行き詰まると，ヴァレラはまたもやアメリカのルーズベルト大統領に救い
をを求めた。（1-168）結局，両国の交渉は続いて，３８年４月にロンドンで協
定が結ばれた。アイルランド政府は(1)土地年賦金の不払い問題の最終的な決
着として’千万ポンドを英政府に支払い，(2)関税問題は1932年以前の段階に
戻り，相互に無税とされ，（Ｍ-614）(3)いくつかの港湾がアイルランドに返
還された。それで「関税経済戦争」は終わった。
ヴァレラはこの協定を政治的な勝利とみなしたが，南北分割の解消はなされ
なかった。その協定がもたらしたものは，南北統一ではなくて，むしろ「国
境」の容認であり，港湾の返還にすぎなかった。交渉は完全な失敗であった。
(D-327） 
その協定に不満なＩＲＡは翌39年１月に英国に宣戦布告して，英本土での爆
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弾闘争を開始し，多数の死傷者をだした。
１０．中立政策の維持
1939年５月に英・仏がナチスのヒットラーに宣戦布告した。アイルランド以
外のすべての自治領も英国に従って宣戦布告した。しかし，アイルランドは中
立を守ることにした。それは小国が軍事的な大国からの侵略を防ぐための方策
であった。外国の飛行機，船舶，潜水艦などがアイルランドの領海内に入るこ
とが禁じられた。（F-227）それと同時に英国と別行動をとるということは，
アイルランドの国家としての独立性を主張することであった。平和か戦争かを
選択する自由は，独立国の印であり，独立の達成を世界に示すことであった。
(Ｍ-554）しかし，ヴァレラは英国にいくどか中立政策の承認を求めたが，承
認は得られなかった。（A-350）それでまたもやアメリカに救いを求めたが，
第１次世界大戦中と同様に，英・米は一身同体であって，アメリカからも中立
政策の理解は得られなかった。ドイツは逆にアイルランドが中立政策をとる限
りは，侵攻しないと言った。（Ｇ-528）
しかし，ＩＲＡがドイツと提携しているとか，南26州のナショナリストの支
援を得るために，ドイツが北６州の解放のためにやって来る，などという噂が
あった。（F-235）ヴァレラは検閲を強化することで国内のIRAなどの反対勢
力を封じた。（A-358）
1940年にドイツがデンマークやノルウエイなどに侵攻すると，５月に英首相
はナチスに宥和政策をとっていたチェンバレンから対独強硬派のチャーチルに
代わった。それで他国から侵略されても民族の魂が生き残れるようにと，ヴァ
レラはゲーリック語を普及させることに熱中した。また，言葉は国境を越える
ものであり，北６州にもゲーリック語が浸透すれば，ユニオニストもアイルラ
ンド人としての自覚をもつようになり，将来の南北アイルランドの再統一もス
ムーズになると考えた。（1-311）
それまでも英国からアイルランドに様々な提案がなされていたが，４０年６月
にチャーチル英首相が防衛に関してアイルランドの協力を求めるために，６項
目の提案をしてきた。その提案は，（１）統一アイルランドの原則を英国政府が
ただちに受け入れることを宣言する，(2)アイルランドと北アイルランドの代
表による共同防衛評議会の設置，(3)アイルランドはただちに英国と連合国側
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に立って戦争に参加すること，等々であった。（A-365）
もし南北アイルランドの再統一がなされる機会があったとすれば，この時が
最後のチャンスであっただろう。しかし，ヴァレラは40年６月のパリ陥落など
を見て，ドイツの勝利を予測し，ドイツの勝利がアイルランドの再統一をもた
らす唯一のチャンスとみていた。（1-240）また，ドイツの侵略がおこなわれ
てないのに，中立政策を破棄することに，閣内や与党共和党内に強い反j【寸意見
があった。それで７月，ヴァレラは(a)アイルランドは戦争に巻きこまれる，
(b)アイルランドの再統一が保証されていないなどの理由で，チャーチル提案
を拒否した。（1-235,6）
依然としてヴァレラは英海軍がアイルランドの港湾を利用することを拒否し
ていた。しかし，ドイツの潜水艦によって英国の鵬日が沈められるにつれて，
チャーチルのヴァレラに対する怒りは強まった。1916年に復活祭蜂起の指導者
たちの英国による処刑を批判したバーナード・ショーですら，ヴァレラの中立
政策を時代遅れだと批判した。「あなたは港湾はアイルランドのものだと言う。
それがあなたの論拠になっている。しかし，わたしはそれを認めることはでき
ない。英雄的な伝説をもつ地方的な愛国心は，今日では完全に死に絶えている
のです。港湾はアイルランドのものではない。それはヨーロッパのもの，世界
のもの，文明のもの，至高の聖三位一体のものなのです｡」（G-558,9）
アイルランドの検閲体制のせいで，ヴァレラ政府の頭越しにアイルランド国
民に訴えることができないのが，英・米らの連合国側には不満であった。４１年
３月に130人ほどの著名なアイルランド系米国人が，米新聞にヴァレラ宛の公
開状をのせ，港湾を英国に利用させるように訴えたが，その新聞も検閲制度の
ためにアイルランド人は読むこともできなかった。それで米国務長官は「世界
の民主主義と自由の将来の確保は，英政府の綬終的な勝利にかかっている，と
米政府は信じている」という電文をヴァレラに送った。（G-574-8）
４１年４月には北６州のベルフアーストがドイツの空爆をうけた。それで南２６
州からも消火部隊がただちに駆けつけた。しかし，途中でヴァレラは消火部隊
を引き返させた。消火部隊の北アイルランドへの派遣は中立政策に反すること
だとして。（G-584）
しかし，６月に独ソ戦が始まると，ドイツのアイルランド侵略の可能性は消
えた。
４１年12月に日本の真珠湾攻撃をうけてアメリカが第２次世界大戦に参戦する
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と，チャーチル首相は即座にヴァレラに“NowisyourchanceNowor
Never・ANationonceagain，，という有名な電報を送って，会見を求めてき
た。その電文は「今，英国側に立って参戦すれば，アイルランドは一つの国に
なれる。この機会をのがせば二度とチャンスはない」という意味であろう。し
かし，二人とも相手を憎んでいた。ヴアレラは会見を避けた。４２年１月，早速
アメリカの軍隊が北アイルランドに基地を借りて進駐してきた。それに対して
ヴァレラが，アイルランドは全島に主権をもつと言って抗議した。それがアメ
リカの世論を硬化させた。ルーズベルト大統領は「アイルランドが夢想家の支
配の下で夢の世界に生きていることは残念だ」と語った。（1-248,9）英・米
ともにアイルランドに同情的な意見は消えていった。
それで42年１月からヴァレラ政府は英・米に協力することにして，様々な情
報を英・米の情報部門に送った。それこそ明らかに中立政策に違反するもので
あった。（F-266,7）しかし，４５年５月に敗色濃厚なドイツのヒットラーが自
殺すると，ヴァレラはダブリンのドイツ公使館にお悔やみを述べに行った。そ
れがまた連合国側を激怒させた。数日後にドイツが降伏するや否や，チャーチ
ル英首相は勝利のラジオ演説でヴァレラの戦時中の中立政策を批判した。ヴァ
レラも数日後にラジオ演説でチャーチルに反論した。（G-610,11）アイルラン
ド中の人間が固唾をのんでヴァレラの演説に耳を傾け，彼の反論に歓呼の声を
あげた，と言われている。（F-286）英国は北アイルランドだけの協力で，ど
うにか戦争に勝利することができた。それだけに第２次世界大戦後は北アイル
ランドの発言権はさらに強くなり，南北再統一の可能性は一層遠のいた。
11．晩年一老害のみ－
すでに紙数も尽きたし，戦後のヴァレラには語るに値することはなにもない
ので，以下，年譜ふうに簡単に済ませたい。大戦中は中立政策によって独立が
守られたので，戦後になってもアイルランドの志気は保たれ，他国のような革
命はおこらなかった。それでも46年には新しい動きが出てきた。元IRA参謀
長のマクブライドを中心に「人民党」が結成された。中立政策が票ってアイル
ランドは国連にも入れず，「マーシャル計画」のヨーロッパ復興資金もほとん
どもらえなかった。（F-293,6）長期政権でヴァレラー族や側近たちは賄賂，
汚職まみれで腐敗していたが，（Ｇ-636）新党「人民党」は少なくとも腐敗は
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していなかった。それで48年の選挙でヴァレラは負けて，首相を辞任し，統一
アイルランド党のコステロやマクブライドなどの連立政権が誕生した。暇にな
ったヴァレラは米，オーストラリアなどを旅行した。相変わらず，英国は共産
主義のソ連より酷いと言いながら。（F-301）どこでも大歓迎をうけたが)所
詮それは「部族」の集会による昔の首長の歓迎にすぎなかった。（1-275）４９
年にコステロ連立政権は「共和国」の宣言をしたが，ヴァレラはその記念式典
には出席しなかった。（G-641）その後，ブラウン保健相の「母子健康法」を
めぐって国家とカトリック教会が対立し，連立政権が崩壊した。
それで1951年ヴアレラは69歳で政権に復帰した。オランダで眼の手術をした
が，それ以後ほとんど盲人であった。（F-306）５４年の選挙に負けて，政権を
追われた。（55年にアイルランドは国連に加入した｡）５７年三たび75歳で政権に
復帰したが，ＩＲＡを弾圧しただけで，すべてが惰性で政治的な改革もなく，
失業と移民が続くばかりであった。悲しいことに，アイルランドだけが２０世紀
になっても人口が増加しない唯一の国であった。選挙の比例代表制を廃止し
て，大政党に有利にしようとしたが，成功しなかった。（J-l44）なにを血迷
ったか，５８年にはマクミラン英首相を訪ね，英連邦加入の見返りとして南北ア
イルランドの統一を求めた。インドが独立しながら英連邦内に留まったことに
刺激されてのことであった。（G-646）その年の12月，元保険相ブラウンがヴ
ァレラー族の新聞、合isAnmesをめぐるスキャンダルを議会で暴いた。ヴァレ
ラはその新聞を私物化して，首相をしながら自分の新聞で世論を操作したり，
金儲けしたりしていたのだ。（G-674,5）その暴露のショックのせいか59年１
月76歳のヴアレラは首相を辞任して，実権のない大統領になった。２期14年間
大統領をつとめ，７３年に辞任し，夫婦して養老院に入って，７５年に92歳で死去
した。
ヴアレラには南北の分割，失業，移民，国家と教会との関係など，なに－つ
解決できなかった。いつも歴史の選択を間違えた男が，皮肉にも２０世紀アイル
ランドの形成者であったことは，アイルランドの最大の悲劇であった。また，
ヴァレラはカトリック国家に多かった独裁者ではないか（ヒットラーの基盤も
カトリックの多いババリア地方であった）という説（F-338）や，多民族国家
が珍しくない現代に，ヴァレラの唱える民族自決論，つまり，民族国家で，自
然の国境で囲まれ，国境が民族集団の配置と合致するような国家，の自決論は
どこにも存在しないフィクションだという説（1-320）もあるが，それらの検
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討は別の機会にしたい。
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